
令和６年度 府中市校長会  

 

Ⅰ 活動方針・重点事項等 

本校長会は、小学校２２校の校長で構成されている。校長同士の連携はもとより、府中市教育委

員会、ＰＴＡ連合会、青少年対策地区委員会、地域関係団体等とは大変強い関係を築いている。今

年度は市制７０周年を迎え様々な取組が行われている。「ふるさと府中に誇りもち，グロバール社

会で活躍する府中っ子を育てる」という府中市教育委員会の基本理念の下、校長会運営テーマを「府

中の教育を推進する校長会」とし、一層充実した学校教育の推進を使命としている。また、「子供た

ちの安全と成長のために」の思いの下、２２校の全校長が一致団結し、校長連絡会や日常のメール

等で常に連絡を密にし、情報交換や意見交換を行いながら学校経営にあたっている。 

Ⅱ 活動・取組  

 １ 研究・研修活動 

都小人権教育Ｃブロックの研究協議会での発表を今年度１１月に控え、『 これからの学校教育と

学校経営の在り方 ～人権教育の視点から～』を主題に、『 第３次府中市学校教育プラン」の方針を受

け止めた学校経営を築き上げ、各学校での経営実践を踏まえた研究活動を２年間、行っている。 

昨年度は、研究主題に基づき、３つの分科会に分かれて研究活動を行ってきた。Ａ分科会「「 

生社会を生きる児童の育成」、Ｂ分科会「「学びなどを保障する不登校支援」、Ｃ分科会「「子供の見

方や捉え方を高める教員研修」の３つの視点から市立小学校の人権教育について、総括的にまと

めている。 

研究内容の概要としては、Ａ分科会は、障碍者理解教育の実践や、全校の児童に質問紙調査を

実施し、人との違い（多様性）を受容し、自他のよさを認められる取組を推進する必要があるこ

とを明らかにした。Ｂ分科会では、令和 5年年度から府中市立小中学校で不登校児童の対応とし

て、設置されたサポートルームのよりよい活用方法について研究を深め、不登校の初期対応や教

室復帰に有効であることを確認できた。Ｃ分科会では、児童虐待に焦点をあて児童虐待防止研修

セット「児童虐待にかかわる５つの問い」の研修会を通して、関係機関との連携の重要性を理解

するとともに教員の指導力の向上に資することができた。昨年度、市内小学校校長副校長の合同

研究発表会で発表し、教育長、指導室長からのご指導をいただき、今年度の研究に生かしている。 

今年度は、都小人権教育Ｃブロックの研究協議会を１１月に控え、３分科会の研究をさらに深

めるため、３分科会に分かれ、２２校全校での実態調査や同一の児童虐待の研修会を行い府中市

立小学校の人権教育について、総括的にまとめ発表し、皆様からご指導をお願いしたい。 

 ２ 地区教育委員会、小中ＰＴＡ連合会等との連携 

校長会として、地区教育委員会が主催する各種委員会・協議会等に参加し、地区教育委員会に

おける課題の解決や施策の推進に積極的に提言している。また、校長役員会と教育委員会との打

ち合わせ会を月１回設け、地区教育委員会との連携を深めているほか、毎年、予算要望を緻密に

行い、よりよい教育活動の推進に取り組んでいる。 

また、全校長が府中市ＰＴＡ連合会の理事であり、年に数回ある研修会では助言者として参加

している。その他にも、市教委主催や市後援団体主催の行事をはじめ、青少対各地区委員会、民

生児童委員、各スポーツ団体等の諸団体との連携や、地域特有の行事等、学校の代表者であると

同時に校長会の一員として連携し、責任ある役割を果たしている。 


